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1）長期予測「２」の年 

４～７月に向けて大きく下げ、その後戻すパターンが５回、一旦３～５月に向け

て上昇し７月前後に向けて大きく下げ下げるパターンが３回であり、いずれのケー

スしか存在していない。となると、６１％の確率でＮＹダウは下げ続け、年央に向

けて下げる。これを第一パターンとしよう。残りは３～６月に向けてあげるが、最

終的に大幅下落が１０月に向けて発生する。これが第二パターンである。過去をな

ぞるのであれば、いずれかのパターンとなるだろう。 

年代 1932 1942 1952 1962 1972 1982 1992 2002 

上昇  ◎ ○  ◎ ◎ ◎  

下落 ◎   ○    ◎ 

特徴 ７月まで直

線的に下

落し、その

後戻す。 

年初から

の下落は５

０％近い。 

６月ミッド

ウエェー海

戦から反

転上昇。 

欧州でも

破竹の進

撃。 

4 月安値

後は基本

上昇。 

キューバ

危機。 

６月安値。

５月まで上

昇後、７月

に急落。 

 

その後は

戻す。 

第二次石

油ショッ

ク、レーガ

ノミクスで

暴騰。 

７月安値。 

６月まで上

昇後、１０

月に向け

て急落す

るがその

後は戻す。 

３月まで

上昇した

がその後

は１０月ま

で急落。 

2）長期サイクル 

元々ギャン理論はＷＤギャンが米国株式と米国商品市場のために開発した理論で

あることから、その独自の理論とともに非常に親和性が高く、また現在でもかなり

有効だと考える。 

 

＜90 年サイクル＞ 

ＮＹダウには有効な 90 年サイクルが存在しているが、ギャンはこのサイクルから

「スクエア・オブ・90」という価格と時間の均衡チャートを造ったくらいである。

90 年サイクルは大不況の 1932 年にボトムアウトしたものと想定される。90 年サイ

クルは、１／２である 45 年、１／３である 30 年、１／４である 22.5 年、１／６で

ある 15 年、１／８である 11.25 年がいずれも重要である。 

＜72 年サイクル＞ 

72 年サイクルは、ギャン理論の中枢でもあるスクエア理論から創出されている。

最も重要なのは 6Ｘ6＝36，（6Ｘ6）Ｘ2＝72，（6Ｘ2）Ｘ（6Ｘ2）＝144 である。 

6 は安息日である日曜日を除いた１週間の人間の活動日であり、したがって強力な

サイクルである。そのスクエアである 36 をベースにその倍である 72，そのまた倍で

ある 144 は最も強力なサイクルである。144 年はあまりにも長すぎて現実的ではな

いので、次に有効なのは 72 年である。この 72 年サイクルも 1932 年にボトムアウト
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されたものと想定される。72 年サイクルは、１／２である 36 年、１／３である 24

年、１／４である 18 年、１／６である 12 年、１／８である 9 年が重要である。 

＜45 年サイクル他超長期サイクル＞ 

90,72 のスクエアから導き出される長期サイクルは 

45 年サイクル＝1974 年 12 月ボトム、次のボトム 2019 年±9 年 

36 年サイクル＝1974 年 12 月ボトム、2010 年±6 年 （2009 年 3 月）？ 

18 年サイクル＝1974 年、1990 年 10 月、2010 年±2 年 （2009 年 3 月）？ 

6 年サイクル＝1998 年８月、2002 年２月、2009 年３月、（2015 年 3 月）？ 

（5～8 年）  

＜４年サイクル＞ 

またＮＹダウには高名な４年サイクル（レンジ 3～5 年）が存在している。 

4 年サイクル＝2002 年 2 月、2006 年 7 月、2009 年 3 月、(2012～2015)？ 

＜４年サイクルの位相＞ 
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4 年サイクルは１／２である 2 年サイクル、その１／３である 15.5 ヶ月サイクル

が存在している。第一 16 ヶ月サイクルは 2010 年 7 月に、第二 16 ヶ月サイクルは

2011 年 10 月に想定通りボトムアウトしたものと想定される（想定ボトム時間は

2011 年 10 月＋イマイナス 3 ヶ月であった）。 

 

現在は４年サイクルの第三位相としての 16 ヶ月サイクルに突入しており、１月は

その 3 ヶ月目である。第三位相はおそらく弱気であり、その多くを下落に費やすは

ずである。第一位相は 13 か月上昇（強気、セオリー通り）、第二位相は 10 か月上

昇（強気）であった。第三位相は 6～8 か月以内にピークアウトするはずなので、早

ければ 2012 年 3 月、遅くとも 2012 年 6 月前後にはピークアウトし、大幅下落に転

じる可能性が高い。 

 

＜週間サイクル＞ 

 
50 週サイクル（または 1 年サイクル）とその 1／3 である 17 週ＰＣ（13～21 周）

が重要である。 

ＰＣは 10 月から 15.5 ヶ月サイクルと同時にスタートしており、1 月第１週がそ

の 13 週目ということになる。遅くとも 2 月中旬までにボトムアウトするだろう。 
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3）アニバーサリー 

 

 

 
 

サンプル 



MAX 金融レポート    ＮＹダウ年間予測 2012 
MAX VALUE    http://www.max-value.co.jp 

---------------------------------------------------------------------------------- 

< 5 >  
Max金融Reportは、執筆担当者独自の視点から金融商品を分析し、情報提供を目的に作成されております。投資の最終判断は

御自身の責任で行なうようお願い申し上げます。また、予告なしに内容を変更する場合がありますのでご了解ください。 

お問い合わせは、マックスバリュー 047-300-5561 千葉県市川市曽谷 5-28-3（http://www.max-value.co.jp）まで  

 

2011 年の設定アニバーサリーと実際の価格変動（3 ヶ月単位） 
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4）結論 

昨年「ＮＹダウは 3 月～5 月に歴史的に安値を付ける傾向があり、最も多いのが

10～20 日の間である。ここで反発できなければ、5 月連休前後が最もポイントとな

るだろう」と予測したが、実際安値は 3 月 17 日でその後 5 月 2 日まで上昇した。 

だが、その後大幅な下落が始まり、最終的にはこれも歴史的安値のタイミングであ

る 10 月 4 日まで安値を付けなかった。 

 

サイクル的に考えると、4 年サイクルはその第三位相である 15.5 ヶ月サイクルに

突入しており、第三位相がピークアウトすれば、第三位相は 4 年サイクルと同時に

下落するはずである。 

 

第三位相は３つか４つのＰＣから形成されるはずであり、おそらく第二ＰＣまで

にピークアウトするだろう。第一ＰＣは強気であり、1 月まで上昇する可能性が高い

が、おそらく 1 月中にピークアウトするはずであり、その後大幅に下落するだろう。

しかし、第一位相でピークアウトはしないはずであり、その後再び上昇に転じる。

第二位相と 15.5 ヶ月サイクルは同時にピークアウトすると推定され、そのピークは

5～6 月頃となるだろう。従って「２」の年のパターンとしては、第二パターンを形

成するはずだ。その後は 2013 年 3 月±1 年、より正確には 2013 年 3 月±3 ヶ月に

ボトムアウトする予定である。この厳しい予測は、2012 年 3 月以降、想定外の困難

が米国経済に起こることを示唆している。 
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